防災クラウド情報システムの標準策定事業
提案書作成要領
「防災クラウド情報システムの標準策定事業」（以下「委託事業」という。）に係る提案の公募を行うに当たり、提案書類の構成、作成要領等について以下のとおり定めます。
1. 提案書類の構成

（１）提案書

［様式１］　企画提案書（全体概要）

［様式２］　実施計画書

［様式３］　実施体制説明書
［様式４］　事業スケジュール
［様式５］　予算計画書

［様式６］　設備・備品購入計画書

［様式７］　リース・レンタル計画書
［様式８］　外注計画書
［様式９］　システム開発経費の自己負担に係る申告書

［様式１０］　提案書概要

（２）その他補足資料
2. 提案書類の規格

提案書、提案書の添付書類（様式１～１０）及びその他補足資料（以下「提案書等」という。）の用紙はすべて日本工業規格Ａ４判とし、事業者のロゴ、名称等の入った用紙は使用しないで下さい。
　提案書等はすべて日本語で作成して下さい。
　提案書等には、目次を付し、中央下に通しページ番号を付して下さい。
3. 作成要領
企画提案書は、実施責任者（プロジェクトリーダ）
が、委託事業に関わる全ての提案者の総意に基づいて記入して下さい。
記入に際しては、以下の事項について注意願います。
（１）提案書は、特段の指示がない限り、委託事業の実施期間にわたる計画を記入して下さい。委託事業終了後の継続的運営や他地域への普及展開に関しては、[様式２]実施計画書の該当箇所に記入してください（適宜別紙を作成してください。）。
（２）事業実施期間については、原則として平成２７年度１２月上旬までの期間を記入して下さい。

（３）提案書等に虚偽の記載があった場合には、採択を決定した後であっても決定を取り消す場合があります。

4. 提出書類
応募に当たっては、次の提案書等を提出して下さい。
（１）提案書（［様式１］～［様式１０］）
（2） その他補足資料
（3） 提案に係る全ての資料を保存した電子媒体（ＣＤ－Ｒ又はＤＶＤ－Ｒにより、ワード、パワーポイント等、編集可能な形式で提出すること。）

防災クラウド情報システムの標準策定事業
企画提案書　（全体概要）
提出日：平成２７年　　月　　日
	提案者

（共同提案の場合は代表団体を記入）
	代表団体名
	※　代表となる団体名（１者）を記載すること。

	
	代表者名
	※　代表となる団体の代表者（氏名、役職）を記載すること。

	
	共同提案

団体名
	※　共同提案となる場合は、コンソーシアムの団体をすべて記載すること。

	
	実施責任者（プロジェクトリーダー）
（所属・役　　職・氏名）
	※　実施責任者（プロジェクトリーダー）は、代表提案団体又は共同提案団体に所属している者とする。
	電話番号
	

	
	
	
	Ｅメール
	


	案内容
事業・

イメージ図
	※　実施計画書（様式２）の内容を要約し、簡潔に記入すること。


	事業費
	　　○○千円
※　本欄に記載する額は千円未満を切り捨てた額とすること。


注）1枚に収めること

実施計画書

	１　事業の目的・効果
※　公募する事業の内容や要件を踏まえて、提案する事業の最終的な目的及び想定される効果について分かりやすく記載すること。
２　達成目標
※　提案する事業で達成すべき目標を可能な限り明確かつ定量的に記載すること。
３．事業の具体的な内容
（１）事業の詳細
※　提案する事業の内容を詳細かつ具体的に記載すること。
※　また、何をどのように実証するのかについて、具体的に記載すること。
※　公募する事業に課された要件については必ず記載すること。
（２）審査のポイントに対する適合性
※　実施要領４（２）に則した形で記載すること。
①　公募する事業の内容に対する適切性・有効性
ア　事業の内容
※　提案する事業が、公募する事業の内容・趣旨をどのように達成するものなのか記載すること。
イ　システム開発の内容
※　公募する事業のシステム開発の内容について、具体的に記載すること。また、その実証の成果が、具体的にどのように活用できるものなのか記載すること。
②　委託事業を遂行する能力
ア　人員・体制
※　提案する事業のための人員・体制が十分である理由を記載すること。（※様式３の記載内容も踏まえて記載すること。）
イ　各主体の役割・責任
※　各実施主体の役割と責任について記載すること。（※様式３の記載内容も踏まえて記載すること。）
ウ　各主体の遂行能力
※　各実施主体に、総務省が委託を行う上で必要とする処置を適切に遂行できる能力があることを説明すること。
エ　経営基盤等
※　各実施主体が、委託事業を円滑に執行するために必要な経営基盤を有していること、また、資金等について十分な管理能力を有していることを説明すること。
③　委託事業の遂行の確実性
ア　技術上・制度上の制約
※　提案する事業が、技術上・制度上実現が可能であることを説明すること。
イ　実施計画
※　実施体制、事業スケジュール、予算計画等を含め、委託事業の実施計画が無理なく組まれており、委託事業の確実な実施・運営が可能であることを説明すること。
④　委託事業の遂行についての効率性
※　提案する事業の内容に照らして高い費用対効果が見込めることを説明すること。（※様式５の記載内容も踏まえて記載すること。）
⑤　委託事業の費用分担の適切性
ア　保有資産の活用
※　委託事業の実施に当たって、既に保有する資産（インフラ、システム、人材、知的財産等）の活用について記載すること。
イ　成果の応用・展開に関する経費
※　実証事業の成果の応用・展開に要する経費等、自己負担として計上する費用について説明すること。（様式８を踏まえて記載すること。）
ウ　過去の取組の成果の活用
※　過去にＩＣＴを活用した取組（国のプロジェクトとして指定、委託、補助を受けた他の事業等）を実施していた場合、その成果を活用していることを説明すること。
　　　　エ　類似事業との役割分担等
※　同時期に、他の国の予算を活用する、他の関連する事業を行っている、又は行おうとしている場合には、役割分担・費用分担等が明確になされていることを具体的かつ網羅的に説明すること。
⑥　委託事業終了後の普及展開の可能性
ア　成果の実用化
※　委託事業終了後も得られた成果による実用化が見込めることについて記載すること。（必要に応じて別紙に記載し、添付すること。）
イ　普及展開の可能性
※　提案する内容が自治体への普及展開が見込めることについて記載すること。また、経済効果や費用対効果等、定量的な観点から示すこと。（必要に応じて別紙に記載し、添付すること。）
ウ　仕様の適切性
※　実証した標準仕様案は、どのような技術を用いて構築され、容易に参照できる仕様となっているか記載すること。
⑦　その他
※　その他特筆すべき提案があれば記載すること。
４　総務省関連事業の実績
※　過去に総務省の指定、委託、補助等を受けて事業を実施していた場合又は現在実施している場合は、その実施主体、実施年度、国の予算名、事業名、実施主体名を記載すること。



注）枚数制限なし。必要な場合には補足説明図（A4判）等を添付すること。
実施体制説明書

	１．実施体制
※　図等を用いて実施体制を分かりやすく記入すること。
※　提案者のみならず、委託事業の実施に関わる者については、本様式に役割を明記すること。
（例）

○○社　　　　　　（作業内容）

××に関する調査・検討△△社
□□社
□□社
２．各主体の役割　※　上記組織図に対応した主体別に役割を明確に記入すること。

	NO
	名　　　　　　　称
	役　　　　　　　　　　　　　　割

	1
	
	

	2
	
	

	３．実施責任者（プロジェクトリーダ）

	　氏　　名（ふりがな）
	勤務先、職歴概要及び委託事業実施におけるスキルレベル
（地方自治体の業務及び業務システムに関するスキルレベルを、業務別に明確に記載）

	
	

	４．作業メンバー　※　未定の場合でも、想定するメンバーの人数及びスキルレベルが明確になるように記載すること。

	氏　　名（ふりがな）
※　未定の場合は匿名可
	勤務先、職歴概要及び委託事業実施におけるスキルレベル
（地方自治体の業務及び業務システムに関するスキルレベルを、業務別に明確に記載）

	
	

	
	


注）枚数制限なし。必要な場合には補足説明図（A4判）等を添付すること。
本様式の記載内容については、予定でも可能とする。

［様式４］

事業スケジュール
· 複数者による共同事業の場合は、全体計画について記入してください。
単位：百万円
	実証事業内容
	平成２７年
６月
	７月
	・・・
	平成２７年

１２月
	事業費

	（例）
ア）××に関する実証
1.××の調査


2.××の構築

2-1.××システム
2-2.××システム
3.××の実証

イ）△△に関する実証
3.△△システムの開発

3-1.△△の構築

3-2.△△の実証

　　・
　　・
4.成果報告書のとりまとめ
	

	
	
	
	****

****

****

****

****

****



	合計
	
	
	
	
	*****


(注１) 事業費は消費税込みの金額を記入してください。
(注２) 事業費はあくまでも委託先を選定する際の参考として記入いただくものであり、契約金額について何ら保証するものではありません。
(注３)枚数制限なし。
［様式５］
予算計画書
1．予算計画

（１）　経費の内訳

[image: image1.emf]使用場所

金額（円）

Ⅰ.物品費 （記入例） **,***,***

1. 設備備品費

機器名（単価・個数を記載、リース・レンタルの場合は期間も記載）

**,***

2. 消耗品費 ○○*,***円×数量＝ **,***

Ⅱ.人件費 **,***,***

1. 研究員費 **,***円×**人・時＝ **,***

**,***円×**人・時＝ **,***

**,***円×**人・時＝ **,***

2. 研究補助員費 *,***円×**人・時＝ **,***

*,***円×**人・時＝ **,***

3. 謝金 ○○に関する謝金 **,***

Ⅲ.旅費 (旅行先) **,***円×*人・回 **,***,***

Ⅳ.その他の経費 **,***,***

1. 外注費 保守費、改造修理費、業務請負等 **,***

2. 印刷製本費 印刷・製本代等 **,***

3. 会議費 会場借料等 **,***

4. 通信運搬費 回線使用料  *,***円×12ヶ月 **,***

5. 光熱水料 光熱費　　  *,***円×12ヶ月 **,***

6. その他（諸経費） ※詳細に記入 **,***

7. 消費税相当額 ※非課税取引となる経費の消費税率相当分 **,***

　直接経費 （Ⅰ+Ⅱ+Ⅲ+Ⅳ） **,***

Ⅴ.一般管理費(注２) （Ⅰ+Ⅱ+Ⅲ+Ⅳ）×一般管理費率　**％ **,***

Ⅵ.総額 Ⅰ+Ⅱ+Ⅲ+Ⅳ+Ⅴ **,***,***

**,***

項目 積算内容



**,***

（注１）外部請負を想定している場合は、請負内容毎に記入して下さい。
（注２）直接経費の１０％以下の額を記入して下さい（提案時における積算は不要）。

[image: image2.emf]使用場所

金額（円）

Ⅰ.物品費 （記入例） **,***,***

1. 設備備品費

機器名（単価・個数を記載、リース・レンタルの場合は期間も記載）

**,***

2. 消耗品費 ○○*,***円×数量＝ **,***

Ⅱ.人件費 **,***,***

1. 研究員費 **,***円×**人・時＝ **,***

**,***円×**人・時＝ **,***

**,***円×**人・時＝ **,***

2. 研究補助員費 *,***円×**人・時＝ **,***

*,***円×**人・時＝ **,***

3. 謝金 ○○に関する謝金 **,***

Ⅲ.旅費 (旅行先) **,***円×*人・回 **,***,***

Ⅳ.その他の経費 **,***,***

1. 外注費 保守費、改造修理費、業務請負等 **,***

2. 印刷製本費 印刷・製本代等 **,***

3. 会議費 会場借料等 **,***

4. 通信運搬費 回線使用料  *,***円×12ヶ月 **,***

5. 光熱水料 光熱費　　  *,***円×12ヶ月 **,***

6. その他（諸経費） ※詳細に記入 **,***

7. 消費税相当額

※非課税取引となる経費の消費税率相当分

**,***

　直接経費 （Ⅰ+Ⅱ+Ⅲ+Ⅳ） **,***

Ⅴ.一般管理費(注２) （Ⅰ+Ⅱ+Ⅲ+Ⅳ）×一般管理費率　**％ **,***

Ⅵ.総額 Ⅰ+Ⅱ+Ⅲ+Ⅳ+Ⅴ **,***,***

**,***

項目 積算内容



**,***


（２）外部への委託・請負を予定している経費

※　委託・請負を予定している業務ごとに記載すること。
（３）委託・請負を行う理由

※　理由については、効率面、技術面等の観点で詳細に記載すること。
（４）自己負担する経費
※　様式９の申告額（総額と内訳）を記載する。

［様式６］
設備・備品購入計画書

	設備名・

メーカー・型番
	性能・仕様・

購入予定時期
	金　額
	使用目的

使用場所
	リース不可の理由及び

事業期間終了後の取扱い

	○○


	性能・仕様：

（○○年○○月頃）
	単価　Ａ円

数量　Ｂ個

金額

Ａ×Ｂ円


	
	【理由】

○○によりリース困難とのリース会社からの回答があったため。

【事業期間終了後の取扱い】

残存簿価による買取りを希望。

	
	
	
	
	【理由】

○○によりリース困難とのリース会社からの回答があったため。

【事業期間終了後の取扱い】

●●に対する無償貸与を希望。

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


注1） 委託事業の実施期間終了後の購入機器の取扱いについては、できるだけ詳細に記入すること。
注2） 枚数制限なし。

［様式７］
リース・レンタル計画書

	設備名・

メーカー・型番
	性能・仕様・期間
	金　額
	使用目的

使用場所

	○○


	性能・仕様：

(平成○○年○月～平成○○年○月)

	単価○○円

（1ヶ月）


	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


注）枚数制限なし。
外注計画書
	
	外注の内容
	外注期間
	外注先の選定方法
（外注予定先）
	予定金額
	外注の理由

	01
	○○
【外注を行う
構成員名】
	平成○○年○月
～平成○○年○月

	
	
	【実証要素の有無】
【外注の必要性】

	02
	
	
	
	
	

	03
	
	
	
	
	

	04
	
	
	
	
	

	05
	
	
	
	
	


注）枚数制限なし。
［様式９］
システム開発経費の自己負担にかかる申告書
総務省情報流通行政局
地域通信振興課地方情報化推進室長　殿
｛住所｝
｛提案団体名｝
｛代表者　氏名｝
｛住所｝
｛実施責任者　氏名｝
「｛実証事業名｝」システム開発経費の自己負担にかかる申告書
標記について、以下の通り委託費の他に、提案者が自ら負担する費用が発生する見込みです。
概要
　○○○事業に必要な全体経費　　　○○百万円
・委託費　　　　　　　　　　　　　　○○百万円
・自己負担　　　　　　　　　　　　　○○百万円
（内訳）

　物品費　　　　　　　　　　　　　　○○百万円
　人件費・謝金　　　　　　　　　　　○○百万円
　旅費　　　　　　　　　　　　　　　○○百万円
　その他　　　　　　　　　　　　　　○○百万円
（別紙４）
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受託者





［様式５］
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［様式８］











� 提案する事業の内容、実施の際の進捗管理等、事業全般を統括するもの。代表機関における責任者がこれに当たる。


Sheet1

		項目 コウモク				積算内容 セキサン ナイヨウ				使用場所 シヨウ バショ		金額（円） キンガク エン

		Ⅰ.物品費 ブッピン ヒ				（記入例） キニュウ レイ						**,***,***

				1. 設備備品費 セツビ ビヒンヒ		機器名（単価・個数を記載、リース・レンタルの場合は期間も記載）		**,***

				2. 消耗品費 ショウモウヒン ヒ		○○*,***円×数量＝ エン スウリョウ		**,***

		Ⅱ.人件費 ジンケンヒ										**,***,***

				1. 研究員費 ケンキュウ イン ヒ		**,***円×**人・時＝ エン ニン ジ		**,***

						**,***円×**人・時＝ エン ニン ジ		**,***

						**,***円×**人・時＝ エン ニン ジ		**,***

				2. 研究補助員費 ケンキュウ ホジョイン ヒ		*,***円×**人・時＝ エン ニン ジ		**,***

						*,***円×**人・時＝ エン ニン ジ		**,***

				3. 謝金 シャキン		○○に関する謝金 カン シャキン		**,***

		Ⅲ.旅費 リョヒ				(旅行先) **,***円×*人・回 リョコウ サキ						**,***,***

		Ⅳ.その他の経費 タ ケイヒ										**,***,***

				1. 外注費 ガイチュウヒ		保守費、改造修理費、業務請負等 ホシュ ヒ カイゾウ シュウリヒ ギョウム ウケオイ トウ		**,***

				2. 印刷製本費 インサツ セイホン ヒ		印刷・製本代等		**,***

				3. 会議費 カイギ ヒ		会場借料等		**,***

				4. 通信運搬費 ツウシン ウンパン ヒ		回線使用料  *,***円×12ヶ月		**,***

				5. 光熱水料 コウネツ スイ リョウ		光熱費　　  *,***円×12ヶ月		**,***

				6. その他（諸経費） ショケイヒ		※詳細に記入 ショウサイ キニュウ		**,***

				7. 消費税相当額 ショウヒゼイ ソウトウ ガク		※非課税取引となる経費の消費税率相当分 ヒカゼイ トリヒキ ケイヒ ショウヒゼイ リツ ソウトウブン		**,***

		　直接経費 チョクセツ ケイヒ				（Ⅰ+Ⅱ+Ⅲ+Ⅳ）		**,***		**,***

		Ⅴ.一般管理費(注２) イッパン カンリヒ				（Ⅰ+Ⅱ+Ⅲ+Ⅳ）×一般管理費率　**％		**,***		**,***

		Ⅵ.総額 ソウガク				Ⅰ+Ⅱ+Ⅲ+Ⅳ+Ⅴ				**,***,***
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		項目 コウモク				積算内容 セキサン ナイヨウ				使用場所 シヨウ バショ		金額（円） キンガク エン

		Ⅰ.物品費 ブッピン ヒ				（記入例） キニュウ レイ						**,***,***

				1. 設備備品費 セツビ ビヒンヒ		機器名（単価・個数を記載、リース・レンタルの場合は期間も記載）		**,***

				2. 消耗品費 ショウモウヒン ヒ		○○*,***円×数量＝ エン スウリョウ		**,***

		Ⅱ.人件費 ジンケンヒ										**,***,***

				1. 研究員費 ケンキュウ イン ヒ		**,***円×**人・時＝ エン ニン ジ		**,***

						**,***円×**人・時＝ エン ニン ジ		**,***

						**,***円×**人・時＝ エン ニン ジ		**,***

				2. 研究補助員費 ケンキュウ ホジョイン ヒ		*,***円×**人・時＝ エン ニン ジ		**,***

						*,***円×**人・時＝ エン ニン ジ		**,***

				3. 謝金 シャキン		○○に関する謝金 カン シャキン		**,***

		Ⅲ.旅費 リョヒ				(旅行先) **,***円×*人・回 リョコウ サキ						**,***,***

		Ⅳ.その他の経費 タ ケイヒ										**,***,***

				1. 外注費 ガイチュウヒ		保守費、改造修理費、業務請負等 ホシュ ヒ カイゾウ シュウリヒ ギョウム ウケオイ トウ		**,***

				2. 印刷製本費 インサツ セイホン ヒ		印刷・製本代等		**,***

				3. 会議費 カイギ ヒ		会場借料等		**,***

				4. 通信運搬費 ツウシン ウンパン ヒ		回線使用料  *,***円×12ヶ月		**,***

				5. 光熱水料 コウネツ スイ リョウ		光熱費　　  *,***円×12ヶ月		**,***

				6. その他（諸経費） ショケイヒ		※詳細に記入 ショウサイ キニュウ		**,***

				7. 消費税相当額 ショウヒゼイ ソウトウ ガク		※非課税取引となる経費の消費税率相当分 ヒカゼイ トリヒキ ケイヒ ショウヒゼイ リツ ソウトウブン		**,***

		　直接経費 チョクセツ ケイヒ				（Ⅰ+Ⅱ+Ⅲ+Ⅳ）		**,***		**,***

		Ⅴ.一般管理費(注２) イッパン カンリヒ				（Ⅰ+Ⅱ+Ⅲ+Ⅳ）×一般管理費率　**％		**,***		**,***

		Ⅵ.総額 ソウガク				Ⅰ+Ⅱ+Ⅲ+Ⅳ+Ⅴ				**,***,***








































